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交
通
事
故
証
明
は
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
ヘ

　
こ
の
ほ
ど
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
i
県
事
務
所
（
西
蒲
原
郡
黒
崎
町

山
田
、
新
潟
県
自
動
車
運
転
免
許
試

験
場
内
）
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
警
察
署
で
発
行
し
て
い
た
交
通

事
故
証
明
書
、
運
転
経
歴
証
明
書
は
、

明
年
一
月
一
日
か
ら
県
事
務
所
で
発

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
証
明

書
の
必
要
の
方
は
申
請
書
（
警
察
署

に
あ
り
ま
す
）
に
手
数
料
（
交
通
事

故
証
明
四
百
円
、
運
転
経
歴
証
明
六

百
円
）
を
添
え
、
郵
便
振
替
か
直
接

県
事
務
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

優
良
無
事
故
運
転
の

被
表
彰
者
を
募
集

　
十
日
町
地
区
交
通
安
全
協
会
連
合

会
で
は
、
昭
和
五
十
年
度
優
良
無
事

故
運
転
の
被
表
彰
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
無
事
故
運
転
歴
が
五
十
年
十

二
月
三
十
一
日
現
在
で
七
年
、
十
五

年
、
二
十
五
年
、
三
十
年
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
明
年
二
月
四

日
ま
で
に
被
表
彰
上
申
書
を
お
近
く

の
支
部
長
を
経
由
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

冬
の
市
民
体
育
館
利
用

　
に
つ
い
て
お
願
い

　
市
で
は
、
冬
期
間
の
市
民
体
育
館

利
用
時
間
を
別
表
の
と
お
り
設
定
し

ま
し
た
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
使
用
の
前
後
に
は
必
ず
、

当
直
者
に
届
け
出
、
時
間
内
に
清
掃

を
し
て
く
だ
さ
い
。

表間時用利期冬館育体民市

午後5時半～7時半 午後7時半～9時半

月 篭球・排球 庭球

火 篭球・排球
羽球・卓球

（麟報糊晶は）

水 羽球・卓球 篭球・排球

木 羽球・卓球 庭球

金 野球・排球 羽球・卓球

土 野球・篭球 アーチェリー

　1

　日1
　　月
　中の

条休
亨病日

の救
1鷲
静医
番

2
日
池
田
医
院
（
本
町
酉
）
…

　
　
　
　
　
曾
2
の
2
5
8
1
番
…

3
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
　
曾
2
の
3
2
6
9
番
…

4
日
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

　
　
　
　
　
曾
2
の
2
1
7
4
番
…

11

日
　
庭
野
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
　
曾
2
の
2
7
1
1
番
㎜

15

日
大
島
医
睨
（
川
原
町
V

　
　
　
　
　
魯
2
の
2
9
5
7
番
…

い
1
8
日
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
　
　
　
　
　
曾
2
の
3
2
7
6
番
一

灘
輪
辮
“

脳卒中を起さないための日常生活

③塩分をとり過ぎない

　ようにする

④酒、タバコをのみ

　過ぎないようにする

②太り過ぎない

　ように注意

　するδ

講
潟
分
爆
灘
漿
業
の
お
知
轟
懸

縛
’　

｝
嘉

λ

①睡眠不足や
　過労、急激な

　運動をさける

事
業
名

期
日

受
付

時
間

会
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

婚
　
　
前

新
婚
者

健
康
相
談

8
口
口

（
木
）

午
　
後

－
　
　
上
寸

　
～
日

1
時
半

．
　
T
」
T
』

I
l
ー
し
田

保
健
所

希
望
者

全
　
　
　
域

内
容
は
、
健
康
相
談
、

家
族
計
画
、
血
液
検

査
（
梅
毒
）
で
無
料
。

3
歳
児

検
　
　
診

認
日

（
木
）

午
　
後

－
　
　
上
寸

　
日

　
～
㌧

2
　
　
上
寸

　
日

十
日
町

公
民
館

47

年
7
月

生
れ
の
者

全
　
　
　
域

3
歳
6
ヵ
月
児
を
対

象
に
実
施
し
ま
す
。

個
人
通
知
が
な
く
て

も
、
該
当
月
の
方
は

お
い
で
く
だ
さ
い
。

先
股
脱

検
　
　
診

23
日

（
金
）

午
　
前

9
時
半

　
～

10

時
半

十
日
町

保
健
所

50

年
9
月

生
れ
の
者

中
条
、
下
条
、

吉
田
、
水
沢

地
区

検
査
料

1
5
0
円
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

午
後

－
　
　
上
寸

　
日

　
～

2
　
　
上
寸

　
日

十
日
町
、
川

治
、
六
箇
、
大

井
田
、
新
座

地
区

育
児
相
談

20
日

（
火
）

午
　
後

1
　
時

　
～

2
　
　
上
寸

　
日

中
　
条

公
民
館

生
　
　
後

12

ヵ
月

ま
で
の
者

中
条
地
区

内
容
は

身
体
測
定
、
保
育
に

つ
い
て
の
相
談
な
ど

で
す
。

21

日
（
水
）

午
　
後

－
時
半

　
～

2
時
半

十
日
町

公
民
館

50

年
6
月

－
⊥
口
μ
～
Ω
∪

月
3
1
日
ま

で
に
生
れ

た
者

十
日
町
、
大

井
田
、
新
座
、

川
治
、
六
箇

地
区

27
日

（
火
）

午
　
後

－
　
　
土
寸

　
日

～
2
　
時

水
　
沢

出
張
所

生
　
　
後

2
　
ヵ
　
月

1ま
で
の
者

水
沢
地
区

28
日

（
水
）

吉
　
田

出
張
所

吉
田
地
区

28
日

（
水
）

下
　
条

出
張
所

下
条
地
区

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　　功激
盈7‘ぢ」げ8β3
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　去る1月18日からの異常降雪で1月

21日現在2㍍40享ンの積雪となりまし

た．特に1月20日午弟9時～21日午前

9時までの降雪は、1㍍5孝ンと観測史上

最高を記録一。市役所では1月21日

雪害対策本部を設置（窓口は環境課

魯7－3111番・内線219）、市民生活の安

全と交通の確保につとめています。

　冬季間、市民のみなさんから、つ

ぎのことについて、ご協力をお願い

します。

灘

　市役所除雪隊一二車道と歩道が分離して
いる道路では、車道のほか、歩道の除雪に

も大活躍一。

馨
雛
謝
難
総
瀬
鑛
繕
態
覇

　
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い

　
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
も
し
、
除
雪
作
業
の
た
め
、

路
上
駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い

る
車
を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修

理
代
や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要

し
た
費
用
等
み
な
さ
ん
の
ご
負
担
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
路
上
駐
車
禁
止

場
所
は
、
当
該
地
点
に
道
路
標
識
で

表
示
し
て
あ
り
ま
す
が
、
市
及
び
土

木
事
務
所
、
警
察
署
で
は
、
事
業
所

等
の
協
力
を
得
て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
化
し
、
路
上
駐
車
を
排
除
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
（
十
日
町
市
．
・
十
日
町
土
木
事
務
所

　
・
十
日
町
警
察
署
）

　
屋
根
雪
の
早
期
除
雪
を

　
昨
冬
は
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅

れ
た
た
め
、
市
内
で
六
棟
の
家
屋
が

全
半
壊
し
ま
し
た
。
特
に
雪
お
ろ
し

は
早
め
に
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
や
む
を
得
ず
道
路
に
雪
を
お
ろ
す

場
合
は
、
通
行
に
支
障
が
起
き
な
い

よ
う
路
側
へ
積
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
流
雪
溝
の
使
用
に
つ
い
て

　
昨
冬
一
月
の
ど
か
雪
時
に
は
、
無

秩
序
な
流
雪
溝
や
道
路
側
溝
へ
の
流

雪
に
ょ
り
、
住
宅
浸
水
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
特
に
厳
寒
期
に
は
、
流
し

た
雪
が
溶
け
ず
、
住
宅
等
の
溢
水
事

故
が
発
生
す
る
わ
け
で
す
。
使
用
の

際
は
、
下
流
の
こ
と
を
考
え
、
正
し

く
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
流
雪

溝
は
水
の
流
れ
が
早
く
危
険
で
す
。

使
用
し
な
い
時
は
必
ず
ふ
た
を
し
て

く
だ
さ
い
。

な
だ
れ
事
故
に
注
意

　
積
雪
量
も
多
く
な
り
、
と
こ
ろ
に

よ
っ
て
は
、
な
だ
れ
の
危
険
が
で
て

き
ま
し
た
。
危
険
な
場
所
が
あ
る
と

き
は
、
十
分
注
意
し
、
ま
た
、
必
要

に
よ
り
な
だ
れ
危
険
標
識
を
設
置
し

て
い
た
だ
き
、
雪
庇
の
排
除
や
う
回

路
の
確
保
な
ど
、
な
だ
れ
に
よ
る
事

故
防
止
を
は
か
る
と
共
に
特
に
児
童
、

生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
は

特
段
の
ご
配
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
な
だ
れ
危
険
標
識
の
破
損
、

紛
失
等
の
場
合
に
は
、
部
落
に
お
い

て
竹
ざ
お
、
赤
い
布
な
ど
を
利
用
し

て
措
置
し
て
く
だ
さ
い
。
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飲
酒
運
転
追
放
と
冬
の
交
通

事
故
防
止
運
動

　
例
年
、
除
雪
が
始
ま
る
と
道
路
条

件
が
悪
く
な
り
、
加
え
て
凍
結
に
よ

る
ス
リ
ッ
プ
事
故
、
飲
酒
運
転
事
故

な
ど
重
大
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
及
び
市
交
通

安
全
協
会
で
は
、
冬
の
交
通
事
故
防

止
運
動
と
し
て
、
十
一
月
十
一
日
か

ら
は
じ
ま
っ
た
飲
酒
運
転
追
放
百
日

運
動
と
あ
わ
せ
て
交
通
事
故
の
根
絶

を
は
か
り
ま
す
。

　
特
に
飲
酒
運
転
追
放
百
日
運
動
期

間
中
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
月
八
日
ま

で
の
市
内
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故

は
七
件
、
違
反
四
件
で
、
こ
の
ほ
か
、

酒
気
帯
び
運
転
で
検
挙
し
た
も
の
は

二
十
八
件
と
依
然
と
し
て
多
発
し
で

い
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
運
動
の
重
点
事
項

　
■
歩
行
者
の
事
故
防
止
（
特
に
通

園
、
通
学
児
童
が
登
下
校
の
際
、
運
転

者
に
雪
水
を
か
け
ら
れ
、
泣
き
な
が

ら
歩
い
て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
す
。

運
転
者
は
歩
く
人
の
身
に
な
っ
て
速

度
を
落
と
し
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
）

　
■
ス
リ
ッ
プ
事
故
等
の
防
止
（
チ

エ
ー
ン
や
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
等
の
装
着

と
ス
ピ
ー
ド
一
割
ダ
ウ
ン
運
転
の
励

行
）
。

　
■
車
間
距
離
を
十
分
に
、
ま
た
、

急
発
進
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド

ル
を
し
な
い
。

　
■
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な

ら
飲
ま
な
い
、
運
転
者
に
は
飲
ま
せ

な
い
。

　
■
踏
切
事
故
の
防
止
。

ご
み
収
集
に
つ
い
て

ご
協
力
を

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収
集
活

動
が
し
や
す
い
よ
う
に
、
各
町
内
と

も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
圧
雪
や
除
雪
を

し
て
ご
み
の
散
乱
防
止
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
特
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
ご
み
を
出
す
場
合
、
除
雪
車
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
除
雪
終
了

後
に
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

雪
お
ろ
し
の
際
は
電

線
に
ご
注
意
を

　
例
年
冬
に
な
る
と
感
電
事
故
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

　
雪
お
ろ
し
の
際
に
は
、
近
く
の
電

線
等
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
断
線
し
て
垂
れ
さ
が
っ
た

電
線
に
は
絶
対
さ
わ
ら
な
い
で
、
す

ぐ
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
（
魯
二

ー
三
一
〇
七
番
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

飲
酒
運
転
は

絶
対
に
し
な
い
よ
う
に

　
十
日
町
警
察
署
か
ら
発
表
さ
れ
た

昭
和
五
十
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら

十
二
月
二
十
日
ま
で
の
酒
酔
い
運
転

違
反
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
桑
原
秋
男
（
住
吉
町
一
〇
六
）

　
山
田
達
雄
（
四
日
町
一
五
三
九
）

　
小
海
育
夫
（
真
田
丙
一
六
四
七
）

　
阿
部
幸
治
（
丑
）

　
岡
村
政
市
（
高
山
八
四
二
ー
四
）

　
外
山
博
雄
（
尾
崎
二
〇
八
）

大
熊
さ
ん
に
善
行
青
少
年
全
国
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
矯
青
少
年
育
成
国
民
会
議
が

大熊ふささん

　（中条上原）

　
こ
の
ほ
ど
、
大
熊
ふ
さ
（
中
条
上

原
）
さ
ん
は
、
地
域
奉
仕
等
の
善
行

青
少
年
と
し
て
、
社
団
法
人
青
少
年

育
成
国
民
会
議
（
茅
誠
司
会
長
）
か

ら
、
全
国
表
彰
さ
れ
、
去
る
一
月
十

四
日
、
春
日
市
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　
表
彰
理
由
は
、
母
子
家
庭
と
い
う

恵
ま
れ
な
い
家
庭
に
あ
り
な
が
ら
、

持
ち
前
の
明
る
い
性
格
と
秀
れ
た
学

業
成
績
で
中
条
中
学
校
を
卒
業
。
滝

文
工
業
㈱
へ
入
社
す
る
と
、
仕
事
の

か
た
わ
ら
、
十
日
町
高
校
定
時
制
に

入
学
し
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
模
範
生

と
し
て
見
事
に
学
業
と
仕
事
を
両
立

さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
昨
年
青
年

会
議
所
が
J
C
ス
ク
ー
ル
を
主
催
し

た
が
、
そ
の
J
C
ス
ク
ー
ル
に
参
加

し
た
仲
間
十
人
と
グ
ル
ー
プ
「
飛
行

船
」
を
結
成
、
地
域
の
奉
仕
活
動
に

活
躍
す
る
な
ど
、
青
少
年
の
望
ま
し

い
あ
り
方
を
示
す
も
の
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
も
の
で
す
。
な
お
、
大
熊
さ

ん
は
、
青
少
年
育
成
新
潟
県
民
会
議

か
ら
も
、
昭
和
四
十
九
年
に
表
彰
さ

れ
て
お
り
、
全
国
表
彰
は
、
新
潟
県

下
で
た
だ
一
人
の
受
彰
者
。

春
日
市
長
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
を
手
渡
さ
れ
た

郵
便
局
か
ら
お
知
ら
せ

　
昭
和
二
十
四
年
五
月
以
前
加
入
の

簡
易
保
険
に
つ
い
て
は
、
特
別
一
時

金
を
支
給
し
ま
す
の
で
郵
便
局
ま
で

お
申
し
出
ぐ
だ
さ
い
。

　
取
扱
期
間

○
昭
和
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前

に
加
入
の
場
合
…
…
昭
和
五
十
一
年

一
月
一
日
か
ら
三
年
間
。

○
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
以
後
に
加

入
の
場
合
…
…
昭
和
五
十
一
年
七
月

一
日
か
ら
三
年
間
。

　
な
お
、
郵
政
省
で
は
、
三
月
三
十

一
日
ま
で
、
簡
易
保
険
新
加
入
運
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
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赫
剛
翻
銀
五
百
二
十
六
万
五
千
円
の

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

　
昨
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
三
ヵ
月
間
実
施
い
た
し

ま
し
た
昭
和
五
十
年
度
赤
い
羽
根
共

同
募
金
運
動
は
、
目
標
額
の
一
四
七

％
に
あ
た
る
五
百
二
十
六
万
五
千
四

百
六
十
九
円
と
い
う
暖
か
い
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
紙
上
を
か
り
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

寄
せ
ら
れ
た
尊
い
お
金
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地

　　　本年崖　く参考＞積雪深調べ
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域
の
社
会
福
祉
活
動
に
役
立
た
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
県
全
域
に
わ
た
る
福
祉
活
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
二
万
円

・
地
域
の
住
民
福
祉
活
動
及
び
福
祉

施
設
運
営
整
備
に

　
　
　
三
百
万
七
千
九
百
二
十
一
円

2M

1｝

・
歳
末
た
す
け
合
い
援
護
金
に

　
百
四
十
三
万
七
千
五
百
四
十
八
円

　
な
お
、
歳
末
見
舞
金
の
支
給
状
況

は
つ
ぎ
の
と
お
り

　
被
保
護
世
帯
十
三
万
二
千
円
　
要

保
護
世
帯
二
十
八
万
七
千
五
百
円

ね
た
き
り
老
人
二
十
五
万
円
　
重
度

心
身
障
害
者
（
児
）
十
六
万
二
千
五

百
円
　
長
期
入
院
患
者
二
十
一
万
六

千
三
百
円
　
長
期
施
設
入
所
者
十
五

万
円
　
そ
の
他
法
外
援
護
金
に
充
当

二
十
三
万
九
千
二
百
四
十
八
円
。

出
稼
ぎ
訪
間
バ
ス
の
ご
利
用
を

　
新
潟
県
で
は
、
こ
と
し
も
出
稼
ぎ

者
の
留
守
家
族
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

出
稼
ぎ
先
を
訪
間
し
て
い
た
だ
こ
う

と
出
稼
ぎ
訪
問
バ
ス
の
運
行
を
計
画

し
ま
し
た
。
同
一
部
落
あ
る
い
は
隣

近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
内
容
等
の
く
わ
し
い
こ

と
は
、
先
般
農
事
連
絡
員
を
通
じ
て

回
覧
し
た
と
お
り
で
す
が
、
不
明
の

点
は
、
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
（
魯

七
－
二
四
〇
七
番
）
ま
た
は
市
役
所

農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
日
程
等
　
二
月
二
十
七
日
～
二
十

　
九
日
　
東
京
及
び
横
浜
方
面

申
込
先
　
市
農
委
ま
た
は
十
日
町

公
共
職
業
安
定
所

消
防
設
備
士
の
講
習
会

　
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課
で
は

こ
の
ほ
ど
、
消
防
設
備
士
の
有
資
格

者
を
対
象
に
消
防
用
設
備
等
の
工
事

ま
た
は
整
備
に
関
す
る
講
習
を
つ
ぎ

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
受
講
申
請
書
は
、
県
庁
消
防
防
災

課
ま
た
は
十
日
町
地
域
広
域
消
防
署

（
費
七
ー
一
五
五
五
番
）
に
あ
り
ま
す
。

　
日
程

　
第
一
種
…
三
月
五
日
北
越
銀
行
本

店
（
長
岡
市
）
　
第
五
種
…
三
月
九

日
上
越
商
会
（
上
越
市
）
三
月
十
二

日
新
潟
市
消
防
本
部
　
第
一
種
…
三

月
十
六
日
新
潟
市
消
防
本
部
。

　
い
ず
れ
も
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
。

　
受
付
期
間

　
昭
和
五
十
一
年
二
月
九
日
～
二
月

十
八
日
ま
で
。

　
受
講
申
請
に
必
要
な
書
類
等

　
■
消
防
設
備
士
受
講
申
請
書
■
写

真
一
枚
】
受
講
手
数
料
と
し
て
二
千

円
の
県
収
入
証
紙
。

　
提
出
先

　
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課
（
新

潟
市
学
校
町
通
り
一
番
町
〒
九
五
一
）

へ
。

ふ
る
さ
と
の
情
報
は

　
市
報
と
お
か
ま
ち
で

　
例
年
冬
に
な
る
と
、
家
族
と
離
れ

て
単
身
他
県
等
に
出
稼
ぎ
に
行
か
れ

る
方
が
お
り
ま
す
。
市
で
は
、
こ
う

い
っ
た
出
稼
ぎ
の
方
に
ふ
る
さ
と
の

情
報
を
知
っ
て
貰
う
た
め
、
出
稼
ぎ

期
間
中
、
市
報
と
お
か
ま
ち
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

　
送
付
も
れ
等
市
報
の
届
い
て
い
な

い
方
は
市
役
所
農
業
委
員
会
（
費
七

－
三
一
一
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

か
ら
だ
の
暖
ま
る
料
理

　
　
　
　
文
・
藤
田
つ
ね
子

　
　
　
　
　
　
（
や
ま
な
会
々
長
）

　
さ
つ
ま
汁
風
煮
込
み
（
四
人
分
）

①
豚
肉
二
百
砂
ラ
に
し
ょ
う
油
、
酒

を
ふ
り
か
け
て
お
く
。

②
さ
と
芋
六
個
、
人
参
小
一
本
、
ご

ぼ
う
小
一
本
は
小
さ
め
に
乱
切
り
に

す
る
。
ご
ぼ
う
は
水
に
ひ
た
し
、
こ

ん
に
ゃ
く
一
丁
は
野
菜
と
同
じ
位
に

ち
ぎ
る
。
大
根
中
％
本
は
四
つ
割
り

に
し
て
五
㎡
位
の
厚
さ
に
切
る
。
ネ

ギ
一
本
は
夏
．
位
の
長
さ
に
切
る
。

さ
や
豆
少
々
は
塩
を
入
れ
て
お
湯
に

さ
っ
と
く
ぐ
ら
せ
て
お
く
。

③
②
を
一
緒
に
鍋
に
入
れ
、
か
ぶ

る
位
の
出
し
汁
を
入
れ
て
煮
る
。

④
③
を
煮
て
い
る
う
ち
に
豚
肉
に

片
栗
粉
を
軽
く
ま
ぶ
し
、
油
で
い
た

め
て
お
く
。

⑤
③
が
煮
て
き
た
と
こ
ろ
へ
④
の

豚
肉
を
入
れ
て
煮
、
ア
ク
を
取
る
。

最
後
に
豆
腐
半
丁
を
十
独
．
角
位
に
切

っ
て
入
れ
る
。

⑥
　
野
菜
が
煮
え
た
ら
味
噌
百
砂
。
を

加
え
、
し
ょ
う
が
大
一
個
を
す
り
お

ろ
し
一
緒
に
入
れ
る
。
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飲
酒
運
転
追
放
と
冬
の
交
通

事
故
防
止
運
動

　
例
年
、
除
雪
が
始
ま
る
と
道
路
条

件
が
悪
く
な
り
、
加
え
て
凍
結
に
よ

る
ス
リ
ッ
プ
事
故
、
飲
酒
運
転
事
故

な
ど
重
大
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
及
び
市
交
通

安
全
協
会
で
は
、
冬
の
交
通
事
故
防

止
運
動
と
し
て
、
十
一
月
十
一
日
か

ら
は
じ
ま
っ
た
飲
酒
運
転
追
放
百
日

運
動
と
あ
わ
せ
て
交
通
事
故
の
根
絶

を
は
か
り
ま
す
。

　
特
に
飲
酒
運
転
追
放
百
日
運
動
期

間
中
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
月
八
日
ま

で
の
市
内
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故

は
七
件
、
違
反
四
件
で
、
こ
の
ほ
か
、

酒
気
帯
び
運
転
で
検
挙
し
た
も
の
は

二
十
八
件
と
依
然
と
し
て
多
発
し
で

い
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
運
動
の
重
点
事
項

　
■
歩
行
者
の
事
故
防
止
（
特
に
通

園
、
通
学
児
童
が
登
下
校
の
際
、
運
転

者
に
雪
水
を
か
け
ら
れ
、
泣
き
な
が

ら
歩
い
て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
す
。

運
転
者
は
歩
く
人
の
身
に
な
っ
て
速

度
を
落
と
し
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
）

　
■
ス
リ
ッ
プ
事
故
等
の
防
止
（
チ

エ
ー
ン
や
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
等
の
装
着

と
ス
ピ
ー
ド
一
割
ダ
ウ
ン
運
転
の
励

行
）
。

　
■
車
間
距
離
を
十
分
に
、
ま
た
、

急
発
進
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド

ル
を
し
な
い
。

　
■
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な

ら
飲
ま
な
い
、
運
転
者
に
は
飲
ま
せ

な
い
。

　
■
踏
切
事
故
の
防
止
。

ご
み
収
集
に
つ
い
て

ご
協
力
を

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収
集
活

動
が
し
や
す
い
よ
う
に
、
各
町
内
と

も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
圧
雪
や
除
雪
を

し
て
ご
み
の
散
乱
防
止
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
特
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
ご
み
を
出
す
場
合
、
除
雪
車
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
除
雪
終
了

後
に
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

雪
お
ろ
し
の
際
は
電

線
に
ご
注
意
を

　
例
年
冬
に
な
る
と
感
電
事
故
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

　
雪
お
ろ
し
の
際
に
は
、
近
く
の
電

線
等
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
断
線
し
て
垂
れ
さ
が
っ
た

電
線
に
は
絶
対
さ
わ
ら
な
い
で
、
す

ぐ
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
（
魯
二

ー
三
一
〇
七
番
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

飲
酒
運
転
は

絶
対
に
し
な
い
よ
う
に

　
十
日
町
警
察
署
か
ら
発
表
さ
れ
た

昭
和
五
十
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら

十
二
月
二
十
日
ま
で
の
酒
酔
い
運
転

違
反
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
桑
原
秋
男
（
住
吉
町
一
〇
六
）

　
山
田
達
雄
（
四
日
町
一
五
三
九
）

　
小
海
育
夫
（
真
田
丙
一
六
四
七
）

　
阿
部
幸
治
（
丑
）

　
岡
村
政
市
（
高
山
八
四
二
ー
四
）

　
外
山
博
雄
（
尾
崎
二
〇
八
）

大
熊
さ
ん
に
善
行
青
少
年
全
国
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
矯
青
少
年
育
成
国
民
会
議
が

大熊ふささん

　（中条上原）

　
こ
の
ほ
ど
、
大
熊
ふ
さ
（
中
条
上

原
）
さ
ん
は
、
地
域
奉
仕
等
の
善
行

青
少
年
と
し
て
、
社
団
法
人
青
少
年

育
成
国
民
会
議
（
茅
誠
司
会
長
）
か

ら
、
全
国
表
彰
さ
れ
、
去
る
一
月
十

四
日
、
春
日
市
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　
表
彰
理
由
は
、
母
子
家
庭
と
い
う

恵
ま
れ
な
い
家
庭
に
あ
り
な
が
ら
、

持
ち
前
の
明
る
い
性
格
と
秀
れ
た
学

業
成
績
で
中
条
中
学
校
を
卒
業
。
滝

文
工
業
㈱
へ
入
社
す
る
と
、
仕
事
の

か
た
わ
ら
、
十
日
町
高
校
定
時
制
に

入
学
し
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
模
範
生

と
し
て
見
事
に
学
業
と
仕
事
を
両
立

さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
昨
年
青
年

会
議
所
が
J
C
ス
ク
ー
ル
を
主
催
し

た
が
、
そ
の
J
C
ス
ク
ー
ル
に
参
加

し
た
仲
間
十
人
と
グ
ル
ー
プ
「
飛
行

船
」
を
結
成
、
地
域
の
奉
仕
活
動
に

活
躍
す
る
な
ど
、
青
少
年
の
望
ま
し

い
あ
り
方
を
示
す
も
の
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
も
の
で
す
。
な
お
、
大
熊
さ

ん
は
、
青
少
年
育
成
新
潟
県
民
会
議

か
ら
も
、
昭
和
四
十
九
年
に
表
彰
さ

れ
て
お
り
、
全
国
表
彰
は
、
新
潟
県

下
で
た
だ
一
人
の
受
彰
者
。

春
日
市
長
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
を
手
渡
さ
れ
た

郵
便
局
か
ら
お
知
ら
せ

　
昭
和
二
十
四
年
五
月
以
前
加
入
の

簡
易
保
険
に
つ
い
て
は
、
特
別
一
時

金
を
支
給
し
ま
す
の
で
郵
便
局
ま
で

お
申
し
出
ぐ
だ
さ
い
。

　
取
扱
期
間

○
昭
和
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前

に
加
入
の
場
合
…
…
昭
和
五
十
一
年

一
月
一
日
か
ら
三
年
間
。

○
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
以
後
に
加

入
の
場
合
…
…
昭
和
五
十
一
年
七
月

一
日
か
ら
三
年
間
。

　
な
お
、
郵
政
省
で
は
、
三
月
三
十

一
日
ま
で
、
簡
易
保
険
新
加
入
運
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
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赫
剛
翻
銀
五
百
二
十
六
万
五
千
円
の

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

　
昨
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
三
ヵ
月
間
実
施
い
た
し

ま
し
た
昭
和
五
十
年
度
赤
い
羽
根
共

同
募
金
運
動
は
、
目
標
額
の
一
四
七

％
に
あ
た
る
五
百
二
十
六
万
五
千
四

百
六
十
九
円
と
い
う
暖
か
い
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
紙
上
を
か
り
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

寄
せ
ら
れ
た
尊
い
お
金
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
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域
の
社
会
福
祉
活
動
に
役
立
た
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
県
全
域
に
わ
た
る
福
祉
活
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
二
万
円

・
地
域
の
住
民
福
祉
活
動
及
び
福
祉

施
設
運
営
整
備
に

　
　
　
三
百
万
七
千
九
百
二
十
一
円

2M

1｝

・
歳
末
た
す
け
合
い
援
護
金
に

　
百
四
十
三
万
七
千
五
百
四
十
八
円

　
な
お
、
歳
末
見
舞
金
の
支
給
状
況

は
つ
ぎ
の
と
お
り

　
被
保
護
世
帯
十
三
万
二
千
円
　
要

保
護
世
帯
二
十
八
万
七
千
五
百
円

ね
た
き
り
老
人
二
十
五
万
円
　
重
度

心
身
障
害
者
（
児
）
十
六
万
二
千
五

百
円
　
長
期
入
院
患
者
二
十
一
万
六

千
三
百
円
　
長
期
施
設
入
所
者
十
五

万
円
　
そ
の
他
法
外
援
護
金
に
充
当

二
十
三
万
九
千
二
百
四
十
八
円
。

出
稼
ぎ
訪
間
バ
ス
の
ご
利
用
を

　
新
潟
県
で
は
、
こ
と
し
も
出
稼
ぎ

者
の
留
守
家
族
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

出
稼
ぎ
先
を
訪
間
し
て
い
た
だ
こ
う

と
出
稼
ぎ
訪
問
バ
ス
の
運
行
を
計
画

し
ま
し
た
。
同
一
部
落
あ
る
い
は
隣

近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
内
容
等
の
く
わ
し
い
こ

と
は
、
先
般
農
事
連
絡
員
を
通
じ
て

回
覧
し
た
と
お
り
で
す
が
、
不
明
の

点
は
、
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
（
魯

七
－
二
四
〇
七
番
）
ま
た
は
市
役
所

農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
日
程
等
　
二
月
二
十
七
日
～
二
十

　
九
日
　
東
京
及
び
横
浜
方
面

申
込
先
　
市
農
委
ま
た
は
十
日
町

公
共
職
業
安
定
所

消
防
設
備
士
の
講
習
会

　
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課
で
は

こ
の
ほ
ど
、
消
防
設
備
士
の
有
資
格

者
を
対
象
に
消
防
用
設
備
等
の
工
事

ま
た
は
整
備
に
関
す
る
講
習
を
つ
ぎ

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
受
講
申
請
書
は
、
県
庁
消
防
防
災

課
ま
た
は
十
日
町
地
域
広
域
消
防
署

（
費
七
ー
一
五
五
五
番
）
に
あ
り
ま
す
。

　
日
程

　
第
一
種
…
三
月
五
日
北
越
銀
行
本

店
（
長
岡
市
）
　
第
五
種
…
三
月
九

日
上
越
商
会
（
上
越
市
）
三
月
十
二

日
新
潟
市
消
防
本
部
　
第
一
種
…
三

月
十
六
日
新
潟
市
消
防
本
部
。

　
い
ず
れ
も
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
。

　
受
付
期
間

　
昭
和
五
十
一
年
二
月
九
日
～
二
月

十
八
日
ま
で
。

　
受
講
申
請
に
必
要
な
書
類
等

　
■
消
防
設
備
士
受
講
申
請
書
■
写

真
一
枚
】
受
講
手
数
料
と
し
て
二
千

円
の
県
収
入
証
紙
。

　
提
出
先

　
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課
（
新

潟
市
学
校
町
通
り
一
番
町
〒
九
五
一
）

へ
。

ふ
る
さ
と
の
情
報
は

　
市
報
と
お
か
ま
ち
で

　
例
年
冬
に
な
る
と
、
家
族
と
離
れ

て
単
身
他
県
等
に
出
稼
ぎ
に
行
か
れ

る
方
が
お
り
ま
す
。
市
で
は
、
こ
う

い
っ
た
出
稼
ぎ
の
方
に
ふ
る
さ
と
の

情
報
を
知
っ
て
貰
う
た
め
、
出
稼
ぎ

期
間
中
、
市
報
と
お
か
ま
ち
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

　
送
付
も
れ
等
市
報
の
届
い
て
い
な

い
方
は
市
役
所
農
業
委
員
会
（
費
七

－
三
一
一
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

か
ら
だ
の
暖
ま
る
料
理

　
　
　
　
文
・
藤
田
つ
ね
子

　
　
　
　
　
　
（
や
ま
な
会
々
長
）

　
さ
つ
ま
汁
風
煮
込
み
（
四
人
分
）

①
豚
肉
二
百
砂
ラ
に
し
ょ
う
油
、
酒

を
ふ
り
か
け
て
お
く
。

②
さ
と
芋
六
個
、
人
参
小
一
本
、
ご

ぼ
う
小
一
本
は
小
さ
め
に
乱
切
り
に

す
る
。
ご
ぼ
う
は
水
に
ひ
た
し
、
こ

ん
に
ゃ
く
一
丁
は
野
菜
と
同
じ
位
に

ち
ぎ
る
。
大
根
中
％
本
は
四
つ
割
り

に
し
て
五
㎡
位
の
厚
さ
に
切
る
。
ネ

ギ
一
本
は
夏
．
位
の
長
さ
に
切
る
。

さ
や
豆
少
々
は
塩
を
入
れ
て
お
湯
に

さ
っ
と
く
ぐ
ら
せ
て
お
く
。

③
②
を
一
緒
に
鍋
に
入
れ
、
か
ぶ

る
位
の
出
し
汁
を
入
れ
て
煮
る
。

④
③
を
煮
て
い
る
う
ち
に
豚
肉
に

片
栗
粉
を
軽
く
ま
ぶ
し
、
油
で
い
た

め
て
お
く
。

⑤
③
が
煮
て
き
た
と
こ
ろ
へ
④
の

豚
肉
を
入
れ
て
煮
、
ア
ク
を
取
る
。

最
後
に
豆
腐
半
丁
を
十
独
．
角
位
に
切

っ
て
入
れ
る
。

⑥
　
野
菜
が
煮
え
た
ら
味
噌
百
砂
。
を

加
え
、
し
ょ
う
が
大
一
個
を
す
り
お

ろ
し
一
緒
に
入
れ
る
。
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年
金
の
支
払
い
は
、
年
四
回
（
老

齢
年
金
は
三
月
、
六
月
、
九
月
、
十

一
月
の
各
支
払
い
月
に
そ
れ
ぞ
れ
三

ヵ
月
分
が
、
通
算
老
齢
年
金
は
毎
年

六
月
と
十
二
月
の
年
二
回
、
六
ヵ
月

分
ず
つ
支
払
わ
れ
ま
す
）
み
な
さ
ん

が
希
望
し
た
金
融
機
関
を
通
じ
て
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
こ
れ
ら

の
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
「
国
民

年
金
受
給
権
者
現
況
届
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
引
き
続
い
て
年
金
の
支
払

い
を
す
る
た
め
の
確
認
と
な
り
ま
す

の
で
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ

た
届
出
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
市
長
証
明
印
を
も
ら
い
、
二
月

十
五
日
ま
で
に
必
ず
提
出
く
だ
さ
い
。

め
、
老
齢
（
障
害
）
福
祉
年
金
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
人
は
、
こ
れ
ら
の
金

額
が
二
十
四
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、

そ
の
差
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
明
治
三
十
九
年
四
月
一
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
〃
“

障
害
福
祉
年
金
の
支
給
範

囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　
障
害
福
祉
年
金
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
資
格
の
あ
る
人
で
加
入
前

に
障
害
の
状
態
に
あ
っ
た
人
、
ま
た

加
入
し
た
直
後
に
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
人
に
全
額
国
の
負
担
に
よ
っ
て
支

給
さ
れ
る
年
金
の
こ
と
で
す
が
、
こ

の
障
害
福
祉
年
金
は
、
従
来
両
手
足

が
な
い
と
か
、
全
盲
等
の
重
い
障
害

者
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
、
や
や
軽
い
障
害
者
に
も
支
給

範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は

四
月
か
ら
月
千
四
百
円
に

老
齢
年
金
を
請
求
す
る
と
き
は

　
　
　
金
融
機
関
の
証
明
が
必
要

　
い
ま
ま
で
は
、
老
齢
年
金
、
通
算
老

齢
年
金
の
裁
定
請
求
を
す
る
際
、
年

金
の
受
取
り
場
所
を
金
融
機
関
（
銀

行
や
農
協
事
業
所
）
に
指
定
さ
れ
る

場
合
、
金
融
機
関
名
と
口
座
番
号
の

報
告
だ
け
で
す
み
ま
し
た
が
、
昭
和

五
十
一
年
一
月
か
ら
、
金
融
機
関
の

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
指
定
金
融
機
関
か
ら
証

明
書
を
受
け
た
後
、
請
求
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
金
融
機
関
の
証
明
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
は
、
自
分
の
預
金
通

帳
を
提
示
す
れ
ば
、
請
求
手
続
き
が

で
き
ま
す
。
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と

は
、
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
年
金
と
公
的
年
金
と

の
併
給
限
度
額
が
十
六
万

円
か
ら
二
十
四
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

　
福
祉
年
金
と
公
的
年
金
と
の
併
給

制
限
が
緩
和
さ
れ
、
い
ま
ま
で
、
恩

給
、
扶
助
料
等
を
受
給
し
て
い
た
た

　わが国の年金制度には、国民年金のほかに七種もの公的年

金があってこ国民皆年金モの体制ができあがっています。

　しかし、生涯にいくつかの職業を移った人のうちには、全

部の公的年金制度の加入期間を通算すれば、年金をうけられ

るのに、個々の制度の加入期間だけでは、どの制度からも老
齢年金（退職）年金を支給されない人がでてきます。こうした

r掛け捨て」を防ぐために、その人の移った制度の加入期間を

合計して、一定の年数になれば、それぞれの制度から加入期
間に応じた年金を受けられるようにした：のが、この通算老齢

年金制度です。　　　　　　　　　　　　　　　　』』

20歳燭

←

オフィスレデイー鱒代
（厚生年金被傑険者》

蝕
礁，

↑
6

琶
・
．
●

老年時代
（通算老齢年金愛給者

主揚聴代
（国民年金著」卜任奪穣働険者）

　
国
民
年
金
は
、
年
々
そ
の
内
容
が

改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ご
承
知
の

よ
う
に
、
年
金
な
ど
の
給
付
に
必
要

な
費
用
は
、
保
険
料
と
国
庫
負
担
金

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
従
っ
て
、
年
金
額
が
大
幅
に
引
き

上
げ
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
と
見
合
っ
て
、

保
険
料
も
改
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
引
き
上
げ
ら
れ
た

年
金
を
支
給
す
る
た
め
必
要
な
保
険

料
の
額
ま
で
い
っ
き
ょ
に
引
き
上
げ

る
と
、
急
激
な
負
担
増
と
な
る
た
め
、

今
回
は
、
段
階
的
に
四
月
か
ら
千
四

百
円
（
現
行
千
百
円
）
に
引
き
上
げ

る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
附
加
年
金
は
、
現
行
ど
お

り
四
百
円
で
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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市
民
総
参
加
の
雪
ま
つ
り
を

　
第
二
十
七
回
雪
ま
つ
り
は
、
二
月

十
四
（
土
）
十
五
（
日
）
日
の
両
日

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
豪
雪
を
宿
命
と
あ
き
ら
め
ず
、
雪

を
積
極
的
に
利
用
し
て
行
こ
う
と
い

う
市
民
の
英
知
と
努
力
が
雪
ま
つ
り

を
誕
生
さ
せ
、
こ
こ
ま
で
発
展
さ
せ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
雪
ま
つ
り
は
、
町
内
会

や
小
中
学
校
生
徒
に
よ
る
雪
の
芸
術

作
品
を
市
内
各
個
所
に
配
置
し
な
が

ら
、
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
会
場
、
雪
ま
つ
り
ラ
ン
ド
会
場

の
三
会
場
を
中
心
に
し
て
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。

　
と
く
に
、
城
ヶ
丘
の
カ
ー
ニ
バ
ル

会
場
で
は
、
十
四
日
の
夜
に
「
華
麗

の
門
」
と
題
さ
れ
た
雪
上
舞
台
で
、
キ

モ
ノ
シ
ョ
ゥ
を
は
じ
め
と
し
て
「
歌

の
ア
ル
バ
ム
（
B
S
N
）
」
の
録
画
、

昨
年
製
作
さ
れ
た
「
十
日
町
大
太
鼓
」

と
伝
統
芸
能
「
赤
倉
神
楽
」
の
上
演

な
ど
一
大
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
十
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用

し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
広
場
」
で
は

青
年
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
「
草

の
根
文
化
を
掘
り
起
こ
す
」
計
画
で
、

会
場
内
に
「
白
い
プ
ラ
ザ
」
を
設
け

新
保
広
大
寺
な
ど
の
民
踊
を
上
演
す

る
ほ
か
、
郷
土
民
具
の
展
示
即
売
、

キ
モ
ノ
シ
ョ
ー
、
大
茶
会
な
ど
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
十
日
町
駅
横
の
雪
ま
つ

り
ラ
ン
ド
で
は
、
雪
の
芸
術
作
品
を

会
場
内
に
製
作
す
る
と
と
も
に
「
見

る
、
休
む
、
遊
ぶ
」
の
三
要
素
を
考

え
て
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
協
賛
行
事
と
し
て
、

「
ナ
ツ
メ
ロ
大
行
進
（
十
五
日
）
」

「
市
民
音
楽
祭
（
十
五
日
）
」
　
「
フ

ジ
カ
ラ
ー
撮
影
会
（
十
五
日
）
」
「
チ

ン
コ
ロ
市
（
昭
和
町
通
り
）
」
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
文
字
通
り
市

民
総
ぐ
る
み
の
雪
ま
つ
り
に
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
宿
舎
に
つ
い
て
は
市
内
は

す
で
に
満
員
の
た
め
、
六
日
町
、
津

南
町
等
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
　
（
雪
ま
つ
り
事
務
局

商
工
福
祉
会
館
内
曾
七
－
三
七
三
二

番
）

齪
新
春
娯
楽
大
会

　
川
治
地
区
公
民
館
で
は
、
川
治
地

区
民
を
対
象
に
新
春
娯
楽
大
会
を
開

き
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、
二
月
五

日
ま
で
に
会
費
六
百
円
を
添
え
、
川

治
地
区
公
民
館
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
日
時
　
二
月
八
日
午
前
九
時
～
四

　
時

　
会
場
　
川
治
地
区
公
民
館

　
種
目
　
囲
碁
（
リ
ー
グ
戦
）
将
棋

　
（
ブ
ロ
ッ
ク
別
リ
ー
グ
戦
）
麻
雀

　
（
五
回
戦
ト
ー
タ
ル
）

　
そ
の
他
　
昼
食
準
備
、
賞
品
多
数

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
二
月
二
日
…
四
日
町
全
域
、
四

日
町
新
田
一
・
二
・
四
及
び
三
の
一

部
、
尾
崎
、
太
子
堂
、
旭
町
の
一
部

”
午
前
十
時
～
午
後
一
時
ま
で
▽
二

月
四
日
…
稲
荷
町
三
の
一
部
、
稲
荷

町
西
、
西
本
町
、
八
幡
田
町
の
一
部

▽
二
月
六
日
…
中
条
上
町
の
一
部
、

旭
町
、
背
戸
、
中
条
中
町
、
中
条
下

町
、
島
、
峠
、
梅
沢
▽
二
月
十
日
…

新
座
第
三
の
一
部
・
第
四
、
五
軒
新

田
、
八
幡
闘
午
前
九
時
半
か
ら
午
後

一
時
▽
二
月
十
七
日
…
春
日
町
三
の

一
部
、
桜
木
町
、
美
雪
町
一
・
二
・

　　　　　　　　　　　　　　　：
篠i撫薩盤轄撰購P』墾i
スこ　　　　　　　　　　　r一：にしたの　こみるるてじこい力番1
おや空粘冬とやと。あまれわゼ多：
かす気膜はかす他力ら駄はれはい：
さくにが鼻りくのゼわが　て万の1
れ’刺冷’でな病でれ力他き病は：
やま激たのする気体るゼのまの力1
すたさいど。◎が力場の病しもゼ：
く細れ乾’　なつが合顔気たとで：
な菌て燥気　どけ落がとのがLす1
りや炎し管　のこちあしは’とo：

　　　　　　　　　　　　　　　③②①　のな状だ頭やま生れ十け休　　診らもにる痛みす
活た分る葦力察なしいミ塗φ。
の食な　iゼをし・力たとど症

・リ事栄　 予受よゼる食かの状1ズを華過防けうかま欲り痛は
：ムとi　労のまな二で不腰み一
、をる：　・　＝　し時日さ振の・般

ほ葦華離驚鶉難1
・なス足　 くもで全全発
：い　の　を　　　医軽す身身熱く
：　　と　さ　　　師く。症の’し
o

三
、
寿
町
四
の
一
部
▽
二
月
十
九
日

…
稲
荷
町
四
の
一
部
、
千
代
田
町
、

島
の
一
部
、
春
日
町
丁
二
・
三
、

高
田
町
三
・
南
・
西
の
各
一
部
、
高

田
町
四
の
一
部
▽
二
月
二
十
六
日
・
－

河
内
町
、
妻
有
町
、
川
治
内
後
、
寿

町
一
の
一
部
、
川
治
下
町
第
三
の
一

部
雛
二
月
四
日
、
六
日
、
十
七
日
、

十
九
日
、
二
十
六
日
は
い
ず
れ
も
午

前
九
時
半
か
ら
午
後
零
時
半
。

瑠
味
ふ
る
さ
と
広
場
部
会

　
か
ら
の
お
願
い

　
第
二
十
七
回
雪
ま
つ
り
を
迎
え
ま

し
た
。
私
た
ち
二
十
五
余
団
体
の
勤

労
青
少
年
で
構
成
し
て
い
る
ふ
る
さ

と
広
場
部
会
（
小
宮
山
信
雄
部
会
長
）

で
は
、
例
年
雪
ま
つ
り
に
積
極
的
に

参
加
し
、
そ
の
作
業
の
中
で
連
帯
感

と
友
情
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
製
作
作

業
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
と
し

も
二
月
五
日
か
ら
作
業
に
入
る
予
定

で
す
。
作
業
は
、
十
日
町
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
午
後
七
時
～
九
時
ま
で
行
な

い
、
市
民
会
館
で
夜
食
後
解
散
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
参
加
者
の
帰
宅
時

闘
等
が
若
干
遅
れ
る
こ
と
が
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
雇
用
主
や
ご
家

族
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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年
金
の
支
払
い
は
、
年
四
回
（
老

齢
年
金
は
三
月
、
六
月
、
九
月
、
十

一
月
の
各
支
払
い
月
に
そ
れ
ぞ
れ
三

ヵ
月
分
が
、
通
算
老
齢
年
金
は
毎
年

六
月
と
十
二
月
の
年
二
回
、
六
ヵ
月

分
ず
つ
支
払
わ
れ
ま
す
）
み
な
さ
ん

が
希
望
し
た
金
融
機
関
を
通
じ
て
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
こ
れ
ら

の
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
「
国
民

年
金
受
給
権
者
現
況
届
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
引
き
続
い
て
年
金
の
支
払

い
を
す
る
た
め
の
確
認
と
な
り
ま
す

の
で
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ

た
届
出
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
市
長
証
明
印
を
も
ら
い
、
二
月

十
五
日
ま
で
に
必
ず
提
出
く
だ
さ
い
。

め
、
老
齢
（
障
害
）
福
祉
年
金
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
人
は
、
こ
れ
ら
の
金

額
が
二
十
四
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、

そ
の
差
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
明
治
三
十
九
年
四
月
一
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
〃
“

障
害
福
祉
年
金
の
支
給
範

囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　
障
害
福
祉
年
金
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
資
格
の
あ
る
人
で
加
入
前

に
障
害
の
状
態
に
あ
っ
た
人
、
ま
た

加
入
し
た
直
後
に
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
人
に
全
額
国
の
負
担
に
よ
っ
て
支

給
さ
れ
る
年
金
の
こ
と
で
す
が
、
こ

の
障
害
福
祉
年
金
は
、
従
来
両
手
足

が
な
い
と
か
、
全
盲
等
の
重
い
障
害

者
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
、
や
や
軽
い
障
害
者
に
も
支
給

範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は

四
月
か
ら
月
千
四
百
円
に

老
齢
年
金
を
請
求
す
る
と
き
は

　
　
　
金
融
機
関
の
証
明
が
必
要

　
い
ま
ま
で
は
、
老
齢
年
金
、
通
算
老

齢
年
金
の
裁
定
請
求
を
す
る
際
、
年

金
の
受
取
り
場
所
を
金
融
機
関
（
銀

行
や
農
協
事
業
所
）
に
指
定
さ
れ
る

場
合
、
金
融
機
関
名
と
口
座
番
号
の

報
告
だ
け
で
す
み
ま
し
た
が
、
昭
和

五
十
一
年
一
月
か
ら
、
金
融
機
関
の

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
指
定
金
融
機
関
か
ら
証

明
書
を
受
け
た
後
、
請
求
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
金
融
機
関
の
証
明
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
は
、
自
分
の
預
金
通

帳
を
提
示
す
れ
ば
、
請
求
手
続
き
が

で
き
ま
す
。
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と

は
、
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
年
金
と
公
的
年
金
と

の
併
給
限
度
額
が
十
六
万

円
か
ら
二
十
四
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

　
福
祉
年
金
と
公
的
年
金
と
の
併
給

制
限
が
緩
和
さ
れ
、
い
ま
ま
で
、
恩

給
、
扶
助
料
等
を
受
給
し
て
い
た
た

　わが国の年金制度には、国民年金のほかに七種もの公的年

金があってこ国民皆年金モの体制ができあがっています。

　しかし、生涯にいくつかの職業を移った人のうちには、全

部の公的年金制度の加入期間を通算すれば、年金をうけられ

るのに、個々の制度の加入期間だけでは、どの制度からも老
齢年金（退職）年金を支給されない人がでてきます。こうした

r掛け捨て」を防ぐために、その人の移った制度の加入期間を

合計して、一定の年数になれば、それぞれの制度から加入期
間に応じた年金を受けられるようにした：のが、この通算老齢

年金制度です。　　　　　　　　　　　　　　　　』』

20歳燭

←

オフィスレデイー鱒代
（厚生年金被傑険者》

蝕
礁，

↑
6

琶
・
．
●

老年時代
（通算老齢年金愛給者

主揚聴代
（国民年金著」卜任奪穣働険者）

　
国
民
年
金
は
、
年
々
そ
の
内
容
が

改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ご
承
知
の

よ
う
に
、
年
金
な
ど
の
給
付
に
必
要

な
費
用
は
、
保
険
料
と
国
庫
負
担
金

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
従
っ
て
、
年
金
額
が
大
幅
に
引
き

上
げ
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
と
見
合
っ
て
、

保
険
料
も
改
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
引
き
上
げ
ら
れ
た

年
金
を
支
給
す
る
た
め
必
要
な
保
険

料
の
額
ま
で
い
っ
き
ょ
に
引
き
上
げ

る
と
、
急
激
な
負
担
増
と
な
る
た
め
、

今
回
は
、
段
階
的
に
四
月
か
ら
千
四

百
円
（
現
行
千
百
円
）
に
引
き
上
げ

る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
附
加
年
金
は
、
現
行
ど
お

り
四
百
円
で
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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市
民
総
参
加
の
雪
ま
つ
り
を

　
第
二
十
七
回
雪
ま
つ
り
は
、
二
月

十
四
（
土
）
十
五
（
日
）
日
の
両
日

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
豪
雪
を
宿
命
と
あ
き
ら
め
ず
、
雪

を
積
極
的
に
利
用
し
て
行
こ
う
と
い

う
市
民
の
英
知
と
努
力
が
雪
ま
つ
り

を
誕
生
さ
せ
、
こ
こ
ま
で
発
展
さ
せ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
雪
ま
つ
り
は
、
町
内
会

や
小
中
学
校
生
徒
に
よ
る
雪
の
芸
術

作
品
を
市
内
各
個
所
に
配
置
し
な
が

ら
、
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
会
場
、
雪
ま
つ
り
ラ
ン
ド
会
場

の
三
会
場
を
中
心
に
し
て
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。

　
と
く
に
、
城
ヶ
丘
の
カ
ー
ニ
バ
ル

会
場
で
は
、
十
四
日
の
夜
に
「
華
麗

の
門
」
と
題
さ
れ
た
雪
上
舞
台
で
、
キ

モ
ノ
シ
ョ
ゥ
を
は
じ
め
と
し
て
「
歌

の
ア
ル
バ
ム
（
B
S
N
）
」
の
録
画
、

昨
年
製
作
さ
れ
た
「
十
日
町
大
太
鼓
」

と
伝
統
芸
能
「
赤
倉
神
楽
」
の
上
演

な
ど
一
大
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
十
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用

し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
広
場
」
で
は

青
年
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
「
草

の
根
文
化
を
掘
り
起
こ
す
」
計
画
で
、

会
場
内
に
「
白
い
プ
ラ
ザ
」
を
設
け

新
保
広
大
寺
な
ど
の
民
踊
を
上
演
す

る
ほ
か
、
郷
土
民
具
の
展
示
即
売
、

キ
モ
ノ
シ
ョ
ー
、
大
茶
会
な
ど
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
十
日
町
駅
横
の
雪
ま
つ

り
ラ
ン
ド
で
は
、
雪
の
芸
術
作
品
を

会
場
内
に
製
作
す
る
と
と
も
に
「
見

る
、
休
む
、
遊
ぶ
」
の
三
要
素
を
考

え
て
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
協
賛
行
事
と
し
て
、

「
ナ
ツ
メ
ロ
大
行
進
（
十
五
日
）
」

「
市
民
音
楽
祭
（
十
五
日
）
」
　
「
フ

ジ
カ
ラ
ー
撮
影
会
（
十
五
日
）
」
「
チ

ン
コ
ロ
市
（
昭
和
町
通
り
）
」
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
文
字
通
り
市

民
総
ぐ
る
み
の
雪
ま
つ
り
に
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
宿
舎
に
つ
い
て
は
市
内
は

す
で
に
満
員
の
た
め
、
六
日
町
、
津

南
町
等
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
　
（
雪
ま
つ
り
事
務
局

商
工
福
祉
会
館
内
曾
七
－
三
七
三
二

番
）

齪
新
春
娯
楽
大
会

　
川
治
地
区
公
民
館
で
は
、
川
治
地

区
民
を
対
象
に
新
春
娯
楽
大
会
を
開

き
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、
二
月
五

日
ま
で
に
会
費
六
百
円
を
添
え
、
川

治
地
区
公
民
館
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
日
時
　
二
月
八
日
午
前
九
時
～
四

　
時

　
会
場
　
川
治
地
区
公
民
館

　
種
目
　
囲
碁
（
リ
ー
グ
戦
）
将
棋

　
（
ブ
ロ
ッ
ク
別
リ
ー
グ
戦
）
麻
雀

　
（
五
回
戦
ト
ー
タ
ル
）

　
そ
の
他
　
昼
食
準
備
、
賞
品
多
数

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
二
月
二
日
…
四
日
町
全
域
、
四

日
町
新
田
一
・
二
・
四
及
び
三
の
一

部
、
尾
崎
、
太
子
堂
、
旭
町
の
一
部

”
午
前
十
時
～
午
後
一
時
ま
で
▽
二

月
四
日
…
稲
荷
町
三
の
一
部
、
稲
荷

町
西
、
西
本
町
、
八
幡
田
町
の
一
部

▽
二
月
六
日
…
中
条
上
町
の
一
部
、

旭
町
、
背
戸
、
中
条
中
町
、
中
条
下

町
、
島
、
峠
、
梅
沢
▽
二
月
十
日
…

新
座
第
三
の
一
部
・
第
四
、
五
軒
新

田
、
八
幡
闘
午
前
九
時
半
か
ら
午
後

一
時
▽
二
月
十
七
日
…
春
日
町
三
の

一
部
、
桜
木
町
、
美
雪
町
一
・
二
・

　　　　　　　　　　　　　　　：
篠i撫薩盤轄撰購P』墾i
スこ　　　　　　　　　　　r一：にしたの　こみるるてじこい力番1
おや空粘冬とやと。あまれわゼ多：
かす気膜はかす他力ら駄はれはい：
さくにが鼻りくのゼわが　て万の1
れ’刺冷’でな病でれ力他き病は：
やま激たのする気体るゼのまの力1
すたさいど。◎が力場の病しもゼ：
く細れ乾’　なつが合顔気たとで：
な菌て燥気　どけ落がとのがLす1
りや炎し管　のこちあしは’とo：

　　　　　　　　　　　　　　　③②①　のな状だ頭やま生れ十け休　　診らもにる痛みす
活た分る葦力察なしいミ塗φ。
の食な　iゼをし・力たとど症

・リ事栄　 予受よゼる食かの状1ズを華過防けうかま欲り痛は
：ムとi　労のまな二で不腰み一
、をる：　・　＝　し時日さ振の・般

ほ葦華離驚鶉難1
・なス足　 くもで全全発
：い　の　を　　　医軽す身身熱く
：　　と　さ　　　師く。症の’し
o

三
、
寿
町
四
の
一
部
▽
二
月
十
九
日

…
稲
荷
町
四
の
一
部
、
千
代
田
町
、

島
の
一
部
、
春
日
町
丁
二
・
三
、

高
田
町
三
・
南
・
西
の
各
一
部
、
高

田
町
四
の
一
部
▽
二
月
二
十
六
日
・
－

河
内
町
、
妻
有
町
、
川
治
内
後
、
寿

町
一
の
一
部
、
川
治
下
町
第
三
の
一

部
雛
二
月
四
日
、
六
日
、
十
七
日
、

十
九
日
、
二
十
六
日
は
い
ず
れ
も
午

前
九
時
半
か
ら
午
後
零
時
半
。

瑠
味
ふ
る
さ
と
広
場
部
会

　
か
ら
の
お
願
い

　
第
二
十
七
回
雪
ま
つ
り
を
迎
え
ま

し
た
。
私
た
ち
二
十
五
余
団
体
の
勤

労
青
少
年
で
構
成
し
て
い
る
ふ
る
さ

と
広
場
部
会
（
小
宮
山
信
雄
部
会
長
）

で
は
、
例
年
雪
ま
つ
り
に
積
極
的
に

参
加
し
、
そ
の
作
業
の
中
で
連
帯
感

と
友
情
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
製
作
作

業
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
と
し

も
二
月
五
日
か
ら
作
業
に
入
る
予
定

で
す
。
作
業
は
、
十
日
町
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
午
後
七
時
～
九
時
ま
で
行
な

い
、
市
民
会
館
で
夜
食
後
解
散
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
参
加
者
の
帰
宅
時

闘
等
が
若
干
遅
れ
る
こ
と
が
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
雇
用
主
や
ご
家

族
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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国
保
加
入
者
が
他
の
健
康
保
険
に

移
っ
た
場
合
は
す
ぐ
届
出
を
、

　
国
民
健
康
保
険
か
ら
他
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
方
は
、
す
み
や
か
に

市
役
所
保
健
課
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
病
気
等
で
受
診
の
た
め
、
保
険

証
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
医
療

機
関
に
、
保
険
証
が
変
更
し
た
こ
と

を
届
出
て
く
だ
さ
い
。
社
会
保
険
加

入
後
に
誤
っ
て
、
国
保
の
保
険
証
で

受
診
し
た
場
合
、
後
日
、
国
保
で
支

払
っ
た
七
割
分
を
返
納
し
て
い
た
だ

あ
な
た
も
定
期
検
診
を

　
脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
成
人
病
と
呼
ば
れ
る
病
気

は
、
死
因
の
上
位
三
位
を
占
め
、
こ

れ
ら
三
疾
病
だ
け
で
も
全
死
亡
の
五

七
覆
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
は
、
年
間
十
三

万
人
余
り
を
数
え
、
し
か
も
社
会
的

に
も
家
庭
的
に
も
重
要
な
地
位
に
あ

る
中
高
年
齢
層
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
病
気
は
早
期
発
見
、
早

期
治
療
で
助
か
り
ま
す
。

　
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
安
心

し
た
生
活
を
。

き
ま
す
。
な
お
、
返
納
し
た
分
に
つ

い
て
は
、
社
会
保
険
が
支
払
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
社
会
保
険
証

が
交
付
さ
れ
て
か
ら
国
保
の
保
険
証

で
受
診
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
支
給

さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
が
変
っ
た
場
合
は
、
家
族

の
方
に
も
、
そ
の
旨
徹
底
し
て
お
き
、

誤
っ
て
変
更
前
の
保
険
証
で
受
診
し

な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
月
の
休
日
救
急
医

－
日

中
・
条

8
日
　
山
口

”
日
　
富
田

15

日
　
庭
野

22

日
　
大
島

29
日

㎜
お
願
い

病
院
（
北
原
）

曾
7
の
3
0
1
8
番
…

医
院
（
袋
町
中
二

曾
2
の
2
1
7
4
番
…

医
院
（
神
明
町
）
…

魯
2
の
3
2
6
9
番
…

医
院
葎
明
町
）
…

魯
2
の
2
7
1
1
番
…

医
院
（
川
原
町
｝
…

曾
2
の
2
9
5
7
番
…

…
急
医
を
輪
番
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

…
急
患
者
以
外
は
平
日
に
治
療
を
受
け
る
…

…
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
…

至
誠
堂
医
院
茜
浦
束
）
…

　
　
　
奮
2
の
3
2
7
6
番
…

…
救
急
患
者
の
た
め
に
休
日
救
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
救
…

各種検診相談には母子健康手帳を必ずご持参ください

検　　先

　　股
診　　脱

検　3
　歳
診　児

育
児
相
談

健新婚
康婚
相
談
者 前

事
業
名

　F塩分は少なめに

∴㌦　　　　　　　塩分は並
　●　θ

　　　　　　圧を上げま
　　　　　　す。塩分を
　　　　　　減らすと血
　　　　　　圧は下がり
　　　　　　　ます。日ヰ
人は、1日平均15㌘の塩分をと

っているといわれますが、高血

圧の人は医師の指導を受けなカ

ら10㌘以下7～8㌘まで制限すζ

必要があります。

食品にふくまれる塩分の量

（　　20
金
＿
　
　
　
日

（　19木
＿
　
日

（　18水
）
　
日

（　　5木
＿
　
日

期
日

2　1午
　～

時　時後

10　9午
時～時
半　半前

2　1午
　～

時　時後

2　1午
　～時
時　半後

1　1午
時．～

半　時後

時受

間付

保　　十
健　　日
所　　町

公　十
民　日
館　町

公　十
民　日
館　町

保　十
健　日
所　町

会
場

者　生　50
　ま　年
　れ　10
　の　月

者生47
　ま年
　れ　8

　の月

れで月150
たに30日年
者生日～9
　まま11月

希
望
者

対
象
者

座大治十
地井’日
区田六町
　’箇’
　新’川

地吉中
区田条
　、　　　　、

羨蘂 全
域

座大治十
地井’日
区田六町
　’箇’
　新’川

全
域

参
集
区
域

食　品　名 量 塩分（㌘

塩　　ざ　け 1切れ 4．1

み　　そ　汁 1　杯 2．1

た　く　あん 4～5切 1．4

ご　　検
持　　査
参　　料
く　　1

だ　　5
さ　　0
い　　円
。　　を

おも個象3
い’人に歳
で該通実6
く当知施力
だ月がし月
さのなま児
い方くすを
0はて。対

っ　身
い　体
て　測
の　定
相　　’

談　保
o育
　に

査家内
（族容塵計は

3圃庭
で
無 血康
粍液鰻
　検口、

備
考

ぬかみそ漬け 4～5切 0．6～1．0

つ　くだ煮 20　Zう 1．4～3．0

梅　干　　し
中位のもの

1　個
0。3～0。4

し　ょ　う　ゆ 小さじ1杯
（5㌘） 1

ソ　　　ー　　　ス 小さじ1杯
（5㌘） 1

ラ　ー　メ　ン 1　杯 3．8

カレーライス 1　杯 4．0

塩分は少なめに

塩分1よ血

圧を上げま

す。塩分を

減らすと血

圧は下がり

ます。　日本

人は、1日平均15㌘の塩分をと

っているといわれますが、高血

圧の人は医師の指導を受けなが

ら10㌘以下7～8㌘まで制限する

必要があります。

食品にふくまれる塩分の量

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　
　
3

　
　
夢響

　
　
お

　
　
』
』
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市
民
総
参
加
の
第
2
7
回
雪
ま
つ
り

は
、
去
る
二
月
十
四
、
十
五
の
両
日

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
雪
ま
つ
り
は
、
最
近
の
不

況
に
加
え
、
異
常
豪
雪
に
見
舞
わ
れ

る
な
ど
、
悪
条
件
下
の
雪
ま
つ
り
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
民
の
皆

様
の
あ
ふ
れ
る
熱
意
と
ご
努
力
に
よ

り
、
例
年
に
な
い
盛
り
あ
が
り
と
多

彩
な
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
吹
奏
楽
団
を
先
頭
に
行
進
す
る
雪

ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
の
一
行

　
　
　
　
　
　
2
／
1
4
P
M
1
時

特
に
、
巨
大
な
マ
ン

モ
ス
ス
テ
ー
ジ
「
華

麗
の
門
」
で
は
、
き

も
の
シ
ョ
ー
が
四
季
感
に
富
ん
だ
演

出
で
観
客
を
魅
了
し
、
五
十
余
点
の

雪
の
芸
術
・
学
童
作
品
、
ふ
る
さ
と

広
場
、
雪
ま
つ
り
ラ
ン
ド
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場
、
協
賛
行
事
な
ど
市
民

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
爆
発
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
訪
れ
た
遠
来
の
方
々
に
、

こ
れ
ら
の
会
場
を
通
し
て
、
雪
国
の

情
緒
と
豪
雪
と
闘
う
十
日
町
市
民
の

心
意
気
を
示
し
ま
し
た
。

巨
大
な
マ
ン
モ
ス
・
ス
テ
ー
ジ
「
華
麗
の

門
」
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
雪
上
カ
ー
ニ

バ
ル
は
観
衆
を
魅
了
し
た
。

　
市
長
賞
一
席
と
な
っ
た

　
雪
の
芸
術
作
品
「
妻
有
の
農
家
」

成
人
式
は
五
月
九
日
を
予
定

　
こ
と
し
、
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た

新
成
人
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
で
は
、
例
年
新
成
人

を
対
象
に
成
人
式
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
と
し
は
、
五
月
九
日
（
日
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
該
当
者
は
、

昭
和
三
十
年
四
月
二
日
～
昭
和
三
十

一
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方
で
十
日

町
市
在
住
者
で
す
。
新
成
人
の
方
は
、

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
出
席
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
新
成
人
を
対
象
に
「
新

成
人
講
座
」
　
「
二
十
歳
の
記
録
原
稿

募
集
」
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
く
わ

し
い
こ
と
は
、
十
日
町
市
公
民
館
（
魯

七
ー
五
〇
』
番
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
講
座
に
ご
参
加
を

　
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

「
消
費
生
活
講
座
」
を
つ
ぎ
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
消
費
者
協
会
十
日
町

支
部
会
員
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、

ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
三
月
十
二
日
（
金
）
午
後

　
一
時
半
～
三
時
半
ま
で

と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館
（
市

民
会
館
）
四
階
講
堂

講
師
　
佐
藤
貞
三
氏
（
新
潟
日
赤

事
務
長
）

　
今
冬
の
異
常
豪
雪
で
な
だ
れ
等
が

発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
春

先
は
、
特
に
全
層
な
だ
れ
（
地
面
ま

で
の
全
層
が
す
べ
り
落
ち
る
）
の
危

険
が
で
て
き
ま
し
た
。
危
険
な
場
所

が
あ
る
と
き
は
、
十
分
注
意
し
、
ま

た
必
要
に
よ
り
な
だ
れ
危
険
標
識
を

設
置
し
て
い
た
だ
き
、
雪
庇
の
排
除

や
う
回
路
の
確
保
な
ど
、
な
だ
れ
に

よ
る
事
故
防
止
を
は
か
る
と
共
に
特

に
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
確

保
に
特
段
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。


